
 

 

○ 山口県警察における情報処理能力検定に関する訓令 

 

平成２７年９月１６日 

本部訓令第２２号 

 

（趣旨） 

第１条 この訓令は、情報処理能力検定に関する訓令（平成５年警察庁訓令第１号。 

以下「警察庁訓令」という。）第７条第１項の規定に基づき、情報処理能力検定（以 

下「能力検定」という。）の実施について必要な事項を定めるものとする。 

（能力検定の実施） 

第２条 山口県警察において実施する能力検定は、初級及び中級の区分とする。 

２ 前項の能力検定は、年１回以上実施する。 

第３条  上級の区分の能力検定は、警察庁長官の依頼を受けて実施する。 

 （受検資格） 

第４条 中級の区分の能力検定は、初級の級位を取得した者が受検資格を有する。た 

だし、初級の級位を取得せずに中級の区分の能力検定を受検することを妨げない。 

２ 上級の区分の能力検定は、実施する年度の前年度までに中級の級位を取得した者 

が受検資格を有する。 

（合格基準） 

第５条 初級及び中級の区分の能力検定の合格基準は、得点の合計数が満点の１００ 

分の６０以上とする。 

（不正行為への対応） 

第６条 受検者が、受検中に不正行為を行ったときは、直ちに能力検定を中止させる 

ものとする。 

２ 能力検定の合格者が、受検中に不正行為を行っていたことが明らかになったとき 

は、当該合格を無効とする。 

（特例） 

第７条  初級の級位を取得することなく中級の級位を取得した者は、初級の級位を取 

得したものとみなす。 

２ 警察庁訓令第４条第１項に定める実施機関が実施した能力検定により級位を取得 

した者は、山口県警察において改めて能力検定を受検することなく同等の級位を取 

得したものとみなす。 

（その他） 

第８条 この訓令に定めるもののほか、能力検定の実施について必要な事項は、別に 

定める。 

   附 則  

  （施行期日） 

１ この訓令は、平成２７年１０月１日から施行する。 



 

 

  （合格者に関する経過措置） 

２ 改正前の山口県警察の情報処理能力検定に関する訓令第２条第１項に規定す

る能力検定に合格した者は、改正後の山口県警察の情報処理能力検定に関する訓

令第２条第１項に規定する能力検定に合格した者とみなす。 

  （山口県警察における事務の決裁に関する訓令の一部改正） 

３ 山口県警察における事務の決裁に関する訓令（平成１６年山口県警察本部訓令

第４９号）の一部を次のように改正する。 

別表第２の１の表情報管理課の部を削る。 

   （山口県警察総合対策委員会の設置に関する訓令の一部改正） 

４ 山口県警察総合対策委員会の設置に関する訓令（平成１７年山口県警察本部訓 

令第２３号）の一部を次のように改正する。 

別表第２警務対策部会の項中第４号を削り、第５号を第４号とし、第６号から

第１６号までを１号ずつ繰り上げる。 

 


